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2．０５ 4０ ９７ 
Ｅ_量
り作成
鍍夫待遇事例
6５ 
８６ 
高野江『日本炭砿誌』224頁，305頁，313頁より成
作 ｒ
よ 』６０頁
その際に二つの点が留意されなければならない。第一に、好間炭砿に
典型的に染られるように、企業の設立が比較的新らしく、資本が独自の
経営管理、労務管理の経験、能力に乏ぼしい場合は、飯場制度への依存
が全面的におこなわれ、鉱夫は一部の職工を除いてほ壁全面的に飯場制
度の下に包摂されて、直轄制度はみられない、ということであるＰ因み
に好間炭砿は、明治一一一七年から創業していたが同四三年に正式に創業し、
他の二大炭砿が明治三○年代末に大炭砿として確立したのとは違ってお
り、従って、ここでは明治末期から大正中頃に至ってさえ飯場制度への
かなりの依存がみられる。あるいは、大正期に新しく創立された炭砿で
もたとえば福島炭砿に典型的に糸られるように、飯場制度への依存度が
高い。こう
し
た
傾
向
は
、
残
柱
式
採
炭
法
の
下
で
、
資
本
が
、
炭
砿
経
営
に
経
験
が
乏
しい場合には、飯場頭ラインによる鉱夫の募集、指揮、日常生活管理の
体
制
に
全
面
的
に
依
拠
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
第二の点は、磐城、入山等すでに炭砿経営に経験を積んだ諸炭砿では、
一
部
直
轄
制
度
が
行
わ
れ
て
い
る
も
の
の
、
ま
だ
飯
場
制
度
が
大
な
り
小
な
り
残
存
し
て
い
る
場
合
で
あ
る
。
炭
砿
は
、
労
働
力
不
足
に
加
え
労
働
移
動
率
の
著
し
い
な
かで、鉱夫の定着策として、企業内福利厚生策の実行に努めている。特
186 
こうして、飯場制度は常磐地方において明治末年にいたってもかなり存在し、大正期にも残存することになる。
以上のように、本稿では、限られた資料をもとに、常磐地方における飯場制度の成立過程をゑてきた。続稿でわ
れわれは、大正期の労働市場の確立と炭砿の合理化の過程で、一方では飯場制度が廃止され変質していく過程を分
折
す
る
と
同
時
に
、
他
方
で
は
そ
の
際
に
、
本
稿
で
は
十
分
明
ら
か
に
な
ら
な
か
っ
た
飯
場
制
度
の
構
造
を
詳
し
く
分
析
す
る
こ
と
に
柔
順
な
鉱
夫
を
別
に
す
れ
ば
、
地
下
童
筋
労
働
に
よ
っ
て
激
し
い
労
働
に
耐
え
て
い
る
鉱
夫
の
支
配
に
は
、
資
本
主
義
の
か
な
り
の
発展した後にも、飯場制度という独自の労働者総括機構が必要であり、資本は、しばしば低賃金と搾取強化の手段
としてそれを利用してきたのであった。それは封建制度というにはあまりにも露骨な資本主義の精神を体現した搾
取制度である。
こ
う
し
て
、
鑓
へ７）
に
家
族
持
鉱
夫
の
定
着
に
期
待
し
、
小
学
校
を
建
て
た
り
し
て
い
る
。
こ
う
し
て
定
着
性
の
あ
る
鉱
夫
層
の
形
成
は
、
飯
場
制
度
に
よ
る炭砿への緊縛も、暴力的な労働強制もその必要性を薄くし、鉱夫の素向を糸て直轄化し、資本による直接的な支
配の下におくことが可能となってきている。
一方、定着性の乏しい、特に単身者鉱夫の取締りは、資本にとって苦心の種であった。たとえば、磐城炭砿が明
治三○年当初九州方面より募集した坑夫は、「其の待遇が最初の契約に反せりとて、怠業に次ぐに乱暴を以って」
（８） 
したり、「人触るれぱ人を斬り馬触るれぱ馬斬るの慨があった」り１）たが、こうした気性の荒い鉱夫を支配するの
には、しばしば博徒、無瀬漢の親分と同視されたりしている坑夫中の腕力、採炭能力、組織指導力等にすぐれ、配
下に小頭、人繰を従え、逃亡者や反抗者を抱禁し抑圧する暴力機構をそなえもっている飯場頭の機能を必要とした
し
よ
う
。
のである。
187常盤地方における飯場制度の成布週程
稲の作成にあたって、
意を記しておきたい。
（８） 
付
記 〆■､’￣、デヘグー、〆戸、′白、戸、
７６５４３２１ 
，－'、＝､－’旦一、￣～夕、-ゴ
本稿の作成にあたっては昭和四五年度法政大学特別研究助成金を受けた）」とを記しておく。更に、本稿及び純
の作成にあたって、常磐炭砿株式会社寄贈になる福島大学所蔵資料の閲覧機会をえた。ここに関係者各位に謝
同上、一一一一三頁。
郷土史家の菊地康雄氏は、明治三○年代の話として「入山採炭株式会社は坑夫募集の方針として初めは独身者を採用
していたのであるが、移動がはげしいので、夫婦者を採用する様に改めた。夫婦者には子供があるし、親が居る者もい
る。子供を収容する学校や、親達のお参りする寺が必要になってくる。……入山採炭株式会社には学校もあるし、噸本
願寺の説教所があると宣伝したので、同社は坑夫募集には他炭砿よりいつも優位に立ち、近隣の炭砿から坑夫が移って
来た」という。同氏「炭砿に於ける私塾の創立と発展の一例」、前掲誌、二五頁。
前掲「裏面史」、二三頁。
『明治工業史』鉱山篇、七○二頁。
厚見利作『麓用採炭学』、一三一一一頁。
『明治工業史』鉱山篇、七○二頁。
高野江基太郎『日本炭鑛誌』、三一三頁。
同上、三○六頁。
